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伊丹君、大庭君、大村君、加藤（貴）君、兼子君、杉橋君、

鈴木（祥）君、藤川君、山田君、渡邉君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２９/４３　　 　　　６７．４４%      ３３/４３　　 　　　７６．７４%

３３/４３　　 　　　７６．７４%　　　　　　　　  　　　　　４４名

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

皆さんこんにちは。

本日は米山記念館　移動例会です。

米山梅吉翁については皆ご存知だとは思いますが、今後の

ロータリー活動をしていくうえでさらに理解を深める必要があ

ると思います。

特に入会年度の浅いメンバーにとっては、大変有意義な時

間になると思います。

当クラブには長年米山梅吉記念館運営委員会に出向され

ている矢岸貞夫パスト会長もいらっしゃいますので、沢山の

話を聞いて深く勉強しましょう。



米山運営委員　矢岸貞夫君

米山記念館例会

轄）と同じ米山を冠しておりますが、意図の異なる別組織とし

てそれぞれに独立している法人です。全会員の皆さまが毎

年競って寄付をされているのはこの奨学会です。

・設立目的

先ほど触れましたように、日本でのロータリーの創設者米山

梅吉を記念するとともに、日本のロータリー文献を備え、かつ

生涯身をもっての奉仕活動、社会貢献した遺徳を偲び、そ

の偉業を顕彰し、根幹にあるロータリー精神の普及を図るこ

とを目的に設立。

・記念館の建設

1969年（昭和44年）3月法人設立。　9月館完成

梅吉翁生誕100年の年（2018年 創立50周年）

当時としては斬新な六角形をしたお寺風の建物

この建設地は梅吉翁の屋敷跡です。その後、建物の老朽化

も進み、来館者の増加、発展など必要にせまられ新館建設

の機運が高まり…新館落成1998年（平成10年）4月28日

・館の運営

ご来館者は、個人や、クラブ単位での移動例会など北海道

から沖縄まで全国にわたります。その他には米山奨学生の

選考会・オリエンテーション等。

恒例として大きなイベントは、年2回 春・秋の例祭。

この例祭や館報の全国発送、また清掃、立木の消毒から剪

定など、館の内外、館の運営に関わるロータリアンはすべて

ボランティアです。

　例会場としている長泉RC、裾野RCは毎年清掃奉仕

　公益財団（評議員20名、理事19名全国）

・運営資金

運営資金すべてが寄付金。

寄付は当2620地区、神奈川の2780、2590の2地区、米山記

念奨学会、東京RC、2620地区内クラブの周年事業、その他

は個人寄付

個人的にはひとり100円全国募金運動の展開、賛助会員（年

間3,000円/人）の募集、ご来館者からのスマイル等で賄う。

年間経費は2千万円位

本日行われました記念館清掃事業につきまして、田村社会

奉仕委員長はじめ、会員の皆様には大変感謝申し上げま

す。今後とも引き続きご協力賜りますようお願い申し上げま

す。

当館の名称は、公益財団法人 

米山梅吉記念館です。

財団の設立は1969年（昭和44年）

3月、公益財団法人2011年（平成

23年）7月移行（静岡県教育委員

会所管）

奨学生の勉学、研究のお世話を

している公益財団法人ロータリー

米山記念奨学会（文部科学省管


